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私は、五年生になって総合の授業で、クラスのみんなで稲を育て、米作りの学習をしています。春

に代かきや田植えの体験をして、稲の成長を観察しながら、おいしいお米がたくさんしゅうかくでき

るようにと、ワクワクしながら育てています。ちょうど、夏休みのある日、近くの田んぼにいたおじ

さんが、

「ほら、この一ふさにどのくらいの米つぶができるか知ってるか？ ほーら、何ふさか取って数えて

ごらん。おぉ、このふさはいっぱいついてんな。」

と声をかけて、三ふさ持たせてくれました。私はそれを持って帰って、一ふさずつつぶをばらして

数えてみました。そしたら、一つのふさは百十二つぶ、もう一つは百十一つぶ。最後に、おじさんが

このふさはいっぱいついてるぞと言ったふさには、なんと百八十六つぶも実っていました。私は、あ

の一本の細い稲に、百つぶ以上の、しかも最後に数えたふさには百八十以上のつぶが実るなんて、び

っくりしました。そして、おじさんは、もう一つ面白い話をしてくれました。

「となり同士ならんでさぁ、どっちもおれが作ってる田んぼだけど、田んぼに住んでる生き物がち

がうんだよ。不思議だいなぁ。」

と言うのです。とう明な容器に、田んぼの水をすくってみると、小さな黒い生物が、ちょんちょん、

ぷかぷか、すいすい動いているのがみえました。ひとすくいの水の中に、思ったよりたくさんの生物

がいて、なんだか楽しくなって、ずっと見つめてしまいました。本当にとなりにならんでいる田んぼ

なのに、なんで住んでる生き物にちがいがあるのか不思議です。きっと、好きな土とか、食べ物がち

がうのかな。なんだかまた、調べたくなりました。

五年生になってもう一つ体験したことがあります。それは林間学校です。その体験学習の時、各は

んでカレーライスを作ることになっていて、まきわりをして、火起こしをして、初めて飯ごうでご飯

をたきました。その時、出来上がったご飯がとてもホカホカして、ほんわかあまくてとてもおいしく

たけました。私は、飯ごうでたいたご飯がこんなにおいしいんだと感動して、その時のおいしさがわ

すれられません。ふだんすい飯器でたいているご飯もおいしいけど、飯ごうでたいたご飯の味は、特

別でした。自然の中で、みんなと食べるご飯ってやっぱりおいしいなと思いました。今度、キャンプ

などをする機会があったら、また飯ごうでご飯をたいて、みんなで笑いながらいっぱい食べたいなと

思います。

今回、米作りの勉強をしていて、実際作っている人と話す機会があって、そして、飯ごうでたいた

わすれられないおいしいご飯を食べて、一生けん命育ったお米一つぶ一つぶを大事に食べていきたい

と思いました。

お米のワクワクとホカホカ
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